
 2025.9.25   autu
mn

城
北
病
院

城北病院
だより

No. 74

〒920-8616 金沢市京町 20-3
TEL 076-251-6111　FAX 076-208-5231
http://jouhoku-hosp.com

E-mail renkeisitu@jouhoku.jp

発行 城北病院 医療福祉連携相談室

～近い将来、地域における消化器外科診療の維持が困難になる～

減少しつづける消化器外科医
城北病院  副院長・外科部長　三上 和久

　日本の医師総数は増えている一方で、消化器外科医の減少が深刻な問題となっています。外科系学会の会員

数推移を調べたデータでは、2000年の数を「1」とした場合、直近の消化器外科学会は「0.9」と1割減、呼吸

器外科は「1.0」と横ばい、他の外科系学会では「1.06～1.43」と増加していることが分かっています。2040

年頃には消化器外科医は39%減少する！という試算もあります。技術習得の難しさ、長時間労働、緊急手術な

どの過酷な勤務実態など、多くの要因が若手医師の消化器外科離れを加速させています。

　これらのことは学会も大きな問題として捉えており、行政やメディアへの働きかけ、市民への啓蒙活動など

を続けてきて、その結果2025年6月に閣議決定された「骨太の方針2025」において、「減少傾向にある外科医

師の支援等を進める」という一文が入りました。国の方針として外科医師への支援が盛り込まれたことは、大

きな前進と考えます。

　当院でも消化器外科医を目指す若手医師が複数いるため、働き方改革をはじめとした業務体制の改善、タス

クシフトのみならず、若手医師への教育体制の構築、魅力ある消化器外科の維持に注力しています。また、スタッ

フ体制から、しばらく前までは緊急手術に制限をかけていたのですが、7月からはフルに緊急手術に対応する

ことが可能となりました。手術を必要とする患者さんが適切なタイミングで外科治療を受けられなくなること

がないよう、持続可能な外科医療の構築を成し遂げていきたいと思います。

　地域の皆さまとともに、質の高い外科医療を将来にわたり続けていけるよう、引き続き連携を深めてまいり

たいと存じます。今後ともご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

2025年 夏 高校生医療体験

　城北病院では、毎年夏休み、高校生を対象にした「医

療体験企画」を実施しています。今年も7/30～8/7（医師・

看護師）と8/19、20（他職種）の2回にわけて開催しました。

　参加した高校生は、医師体験10 名、看護師体験 44 名、

セラピスト体験 18 名、診療放射線技師体験 18 名、臨床

工学士体験 5名、栄養士体験 8名　計103 名でした。

　体験した高校生からは下記のような感想

が寄せられ、未来の医療者を育む取り組み

になったと思われます。

　参加された高校生の皆さんが、自分の夢

に向かって大きな一歩を踏み出してくれるこ

とを期待しています。

診察を見学して患者さんの要望と治療と

いう２つの観点から治療方法を考え、薬の

処方をしていたところが心に残った。

OT、PT、STそれぞれの職種のことをしっ

かり知ることができた。患者さんのために

それぞれの職種が自分たちで工夫を加え

ていることを知ってすごいと思った。

実際の様子をたくさん見学できたので新

しいことをたくさん知れてとてもよかっ

た。やりがいのある仕事だと分かったので

しっかり目指そうと思った。

自分が何をしたいのか、何で看護師にな

りたいのか、どういう看護師になりたいの

か、というのを改めて考えることができた。

リハビリの仕事により興味を持った。

病院の管理栄養士について、栄養指導

をすることは知っていたが、嚙む力に合

わせたり、行事がある日にも食事を楽し

んでもらう工夫をしていて、すてきだな

と思った。患者さんからの新しい気づき

も得られると知り、やりがいも感じた。

注射の練習をしたが、患者さんのこと

を考えて打つことが大事だと分かった。

とても責任のある仕事だと思った。

患者さんに寄り添い、本人の意思を尊重

する、今の医療のあるべき姿であると感

じ、自分の目指すところだと分かった。

機械を見て直接触る体験ができて感

動した。丁寧に教えてくれたのでより一

層医療に関わる仕事をしたい気持ちに

なった。直接現場を体験することはと

ても大事だと思った。

体験レポート　～高校生のみなさんから～

私たちが
　　めざす

もの

私たちは、ヘルスプロモーティングホスピタルとして地域の皆様、
他の病院や施設と共同してネットワークをつくり、無差別・平等
の地域包括ケアを実践し、平和で安心して住み続けられるまち
づくりに努めます。
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　VAIVTとは、Vasucular Access InterVentional Therapy

の頭文字をとったものです。以前はシャントPTAと呼ばれて

いましたが、現在はVAIVTと呼ばれています。カテーテル

でバスキュラーアクセス (VA) を治療する事をさします。

　VAは血液透析患者が透析治療を受け続けるために必要

不可欠なものであり、そのため「血液透析患者の命綱」と

も言われています。

　VAが狭窄したり閉塞を起こすと、脱血不良、静脈圧上昇、

再循環、止血困難、穿刺困難、シャント肢腫脹、シャント

肢の痛みなど様々な問題が生じます。

　VAIVTの依頼があると、依頼内容やシャントマップを参考に、

当院でも診察やシャントエコーを行い、治療戦略をたてます。

　当院には入院施設があるため、日帰り～2泊 3日の入院

VAIVT を中心に行っています。遠方で帰りが不安な方も、

宿泊し翌日以降に安心して帰ることができます。

　当院ではできるだけ痛みの少ないVAIVT を目指しており、

局所麻酔、伝達麻酔、静脈麻酔を組み合わせて治療を行っ

ています。

　当院では、造影ガイドを中心に、エコーガイドも組み合

わせて VAIVTしています。PCI や EVT も行っているため使

用できるデバイスも多く、PCI や EVT で用いるテクニックを

城北病院の透析、シャント造設、
シャントカテーテル治療

城北病院  内科  柳沢 深志

看護師  池田 洋子、臨床工学技士  南  彩

城北病院  循環器内科
小堀 健一

VAIVTについて

城北病院の透析室紹介

併用し高い初期成功率をあげています。また、薬剤コーティ

ングバルーン（DCB）を使用するようになり、再狭窄まで

の期間も延長しています。シャント閉塞に関しても、複数

の吸引カテーテルを使い分けたり、鉗子での血栓除去を併

用するようになり、高い初期成功率をあげています。

　治療後には必ずエコー検査を行い、治療成功の判断をし

ています。治療が不十分であった場合には、再度のVAIVTや、

当院血管外科遠藤医師に紹介しシャント再建をします。

　患者様や紹介元の先生方に満足いただけるよう、カテ室

スタッフ一同精進してまいりますので、今後ともよろしく

お願いいたします。

　透析室には医師、看護師、臨床工学技士、看護補助者が

携わっており、その他、管理栄養士による食事指導、リハビリ、

薬剤師、事務、MSWなど多職種で皆様の透析、日常生活

のサポートをしています。

　近年の取り組みとして、皆様に年１回全身精査をしていた

だき（胃カメラ、大腸カメラ、頭部MRI、ABI、上・下腹部

CT、血管エコーなど）患者様の希望される検査を実施し、

動脈硬化や脳梗塞など病気の早期発見を目指しております。

　フットケアにも力を入れており、月一回の下肢末梢動脈疾

患回診、爪のケア、潰瘍や傷ができた場合は透析時に処置

を行います。下肢閉塞性動脈硬化症の治療としてカテーテ

ル治療、吸着型血液浄化療法（レオカーナ）、難治性潰瘍

　城北病院では、29台の透析ベッドを有し、80名程の透析患者の血液透析治療を行っています。29台のうち2床は個室

がありますので発熱や感染症の対応可能です。地域の医療機関の皆様と連携していきます。ぜひ、患者様をご紹介ください。

を伴う末梢循環障害に関しては高気圧酸素療法を行うこと

もできます。

　シャント管理としては１～３ヵ月毎シャントエコーを実施し

血流低下、狭窄が無いか確認しています。異常があれば当

院にてカテーテル治療を行うことができます。

　また、当院の特徴として透析患者会があり、年に２回患

者様、ご家族、医師、スタッフにて昼食会、体操教室など

を開催しています。透析室以外でお会いする患者様は普段

と違う表情も見せてくださるので親睦を深める良い機会と

なっております。

　今後も皆様が安心して治療を受けられるようスタッフ一同

努めて参ります。

※2025 年は 9/5 時点

VAIVT件数の推移

2013

21

年

20

40

60

80

100

120

0
2014

17

2015

20

2016

25

2017

40

2018

35

2019

55

2020

58

2021

85

2022

82

2023

80

2024

118

2025

75

④ シャント造設が必要な患者様については、火曜日午

前血管外科外来の受診をお願いします。基本 2泊 3

日の入院でシャント造設を行います。

⑤ 他院でシャント造設された方でも、シャントトラブル

ありましたら、ご相談ください。循環器科医師、血

管外科医師と連携し、カテーテル治療、シャント再建、

UK カテーテル挿入しての緊急避難的透析実施など、

対応させて頂きます。

① 週 3回、月水金午前午後　火木土午前は、外来患

者様の透析を行っています。月水金は、夜間透析も

実施しています。

② 医療療養病棟を有し、長期入院での透析継続の患

者様も受け入れています。

③ 慢性腎臓病で、腎代替療法が迫っている患者様につ

いては、腎不全教育入院を行っています。5日間ほ

どの入院で必要な検査、透析療法の学習など多職種

で行います。


